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北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
（
氷
上―

和
田
山
）
の
間
が

七
月
二
十
二
日
に
開
通
し
た
。
青
垣
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
で
は
、
十
六
日
に
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
れ

あ
い
ウ
ォ
ー
ク
ｉ
ｎ
丹
波
市
」
が
開
か
れ
、
地
元
の
住

民
ら
約
二
千
人
が
、
真
新
し
い
道
路
上
で
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
楽
し
ん
だ
。
コ
ー
ス
は
二
つ
の
ト
ン
ネ
ル
を
含
む

往
復
五
キ
ロ
。
参
加
者
は
同
道
路
上
を
歩
く
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
を
満
喫
し
た
。

　

県
道
路
公
社
に
よ
る
と
京
阪
神
か
ら
但
馬
へ
向
か
う

観
光
客
な
ど
が
大
幅
に
増
加
す
る
と
予
想
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
丹
波
地
域
の
独
自
色
を
磨
き
、
丹
波
の
魅

力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
地
域
活
性
化
へ
結
び
つ
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道



－2－

　

県
連
合
会
は
、
七
月
十
八
日
、
第

一
回「
商
工
会
地
域
活
性
化
研
究
会
」

を
開
催
し
た
。

　

同
研
究
会
は
、
市
町
合
併
や
三
位

一
体
の
改
革
な
ど
変
革
の
時
代
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
改
め
て
商
工
会
設
立

時
の
原
点
に
立
ち
返
り
、「
商
工
会

合
併
等
問
題
研
究
会
」
や
「
商
工
会

財
政
問
題
研
究
会
」
等
で
議
論
し
て

き
た
経
緯
・
内
容
を
踏
ま
え
、
商
工

会
の
あ
る
べ
き
姿
を
再
認
識
す
る
た

め
に
設
置
さ
れ
た
。
で
き
る
限
り
早

い
時
期
に
補
助
金
依
存
体
質
か
ら
脱

却
し
、
自
立
し
た
商
工
会
組
織
の
確

立
を
目
指
す
。
委
員
は
、
兵
庫
県
立

大
学
教
授
や
中
小
企
業
診
断
士
な
ど

学
識
経
験
者
に
加
え
、
県
当
局
、
各

地
区
の
商
工
会
役
職
員
等
十
一
名
で

構
成
さ
れ
、
委
員
長
に
兵
庫
県
立
大

学
の
瓦
田
教
授
、
副
委
員
長
に
本
年

四
月
に
合
併
し
た
南
あ
わ
じ
市
商
工

会
の
志
智
会
長
を
選
出
し
た
。な
お
、

委
員
の
任
期
は
二
ヵ
年
。

　

当
日
は
、
平
成
十
八
年
度
同
研
究

会
の
進
め
方
と
論
点
構
成
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
の
進
め
方

と
し
て
、
兵
庫
県
立
大
学
と
産
学
連

携
し
、
地
域
の
元
気
企
業
を
有
機
的

に
連
携
さ
せ
、
養
父
市
に
産
業
ク
ラ

ス
タ
ー
を
形
成
す
る
取
り
組
み
を
は

じ
め
た
「
養
父
市
商
工
会
」
と
、
こ

れ
ま
で
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
き
た
収
益

事
業
に
取
り
組
む
「
南
あ
わ
じ
市
商

工
会
」
な
ど
県
内
外
の
先
進
事
例
の

検
証
や
、
都
市
部
の
経
営
者
等
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
商
工
会
地
域

活
性
化
の
具
体
策
を
検
討
す
る
こ
と

に
し
た
。

　

そ
の
中
で
委
員
長
か
ら
、「
同
研

究
会
を
二
ヵ
年
設
置
す
る
と
は
言
う

も
の
の
、
非
常
に
幅
広
く
濃
い
内
容

で
あ
る
た
め
、
今
年
度
、
三
回
で
は

不
足
で
あ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
り
、

開
催
回
数
を
増
や
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
兵
庫
県
立
大
学
の
佐
竹
教

授
か
ら
は
、「
養
父
市
の
よ
う
な
産
学

連
携
の
取
り
組
み
を
県
全
域
に
広
げ

る
た
め
、
県
商
工
会
連
合
会
と
兵
庫

県
立
大
学
と
の
連
携
協
定
締
結
を
し

て
は
ど
う
か
」
な
ど
三
つ
の
提
案
が

あ
り
、
そ
れ
を
目
指
し
て
研
究
・
協
議

を
進
め
て
い
く
こ
と
で
合
意
し
た
。

第
二
回 

基
本
問
題
研
究
会

第
二
回 

基
本
問
題
研
究
会

第
二
回
理
事
会

第
二
回
理
事
会

▲これからの研究会の進め方と論点構成について協議

▲委員長の兵庫県立大学瓦田教授

　

県
連
合
会
は
、
七
月
十
二
日
、
県

商
工
会
館
に
お
い
て
、
本
年
度
第
二

回
理
事
会
を
開
催
し
、協
議
を
行
っ
た
。

　

協
議
事
項
及
び
方
針
協
議
事
項
は

商
工
連
会
報
八
月
号
に
記
載
の
と
お

り
で
あ
る
が
、
新
た
に
次
の
方
針
協

議
を
行
っ
た
。

　

六
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
た
兵
庫

県
商
工
会
職
員
協
議
会
の
通
常
総
代

会
で
、
職
員
の
総
意
と
し
て
、
平
成

十
五
年
九
月
九
日
付
け
の
理
事
者
側

と
職
員
側
の
協
議
確
認
事
項
の
早
期

実
現
と
と
も
に
、
本
年
四
月
に
改
正

さ
れ
た
「
市
町
村
退
手
組
合
」
へ
の

準
拠
に
つ
い
て
も
要
望
書
が
提
出
さ

れ
、
こ
れ
を
受
け
て
退
職
金
共
済
運

営
委
員
会
で
十
分
協
議
を
行
う
こ
と

と
し
た
。

（
確
認
事
項
は
次
の
と
お
り
）

一
、
職
員
退
職
金
の
給
付
水
準
は「
兵

庫
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
」

に
準
拠
し
、
当
分
の
間
、
そ
の
九

十
％
と
す
る
が
、
資
金
充
足
率
が

改
善
す
れ
ば
、
限
り
な
く
早
い
段

階
で
百
％
に
戻
す
こ
と
と
す
る
。

二
、
業
務
外
に
お
け
る
死
亡
退
職
の

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
協

議
・
制
度
化
す
る
。

　

県
連
合
会
は
、
七
月
三
十
一
日
、

県
商
工
会
館
に
お
い
て
「
第
二
回
基

本
問
題
研
究
会
」
を
開
催
し
、
次
の

と
お
り
意
見
を
ま
と
め
た
。

　

総
会
の
議
決
機
能
を
勘
案
し
、
商

工
会
選
出
の
役
員
総
数
（
監
事
を
除

く
）
は
商
工
会
数
の
二
分
の
一
未
満

と
す
る
。
従
っ
て
、
現
在
進
め
ら
れ

て
い
る
合
併
協
議
が
完
了
す
る
時
点

の
役
員
総
数
は
、
各
地
区
毎
に
副
会

長
一
名
、
理
事
一
名
の
合
計
十
四
名

と
す
る
。
そ
の
間
、
現
役
の
県
連
役

員
が
商
工
会
長
を
退
任
す
る
ま
で
、

理
事
数
は
柔
軟
に
対
応
し
、
退
任
が

生
じ
た
場
合
は
欠
員
と
す
る
。

　

ま
た
、
常
任
理
事
制
度
は
平
成
十

九
年
五
月
で
廃
止
す
る
。

　

平
成
十
九
年
度
の
県
連
役
員
の
任

期
に
つ
い
て
は
、
定
款
の
定
め
に
関

わ
ら
ず
、
任
期
二
年
と
し
て
改
選
を

行
い
、全
国
連
の
任
期
に
統
一
す
る
。

そ
の
際
、
定
款
は
本
則
の
改
正
は
行

わ
ず
、
付
則
条
文
で
対
応
す
る
。

　

尚
、
県
下
商
工
会
の
役
員
任
期
の

統
一
は
、
過
去
の
県
連
の
要
請
の
経

緯
も
あ
り
、
現
状
の
改
選
期
及
び
任

期
を
尊
重
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

こ
う
し
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
等
で
十
分
に
説
明
す
る

こ
と
と
し
、
十
二
月
の
理
事
会
等
で

正
式
に
協
議
す
る
予
定
。

商
工
会
職
員
退
職
金
共
済
制
度
に

係
る
要
望
の
取
扱
い

役
員
定
数
及
び
役
員
選
出
地
区
の

見
直
し

役
員
任
期
と
改
選
期

自
立
し
た
商
工
会
組
織
の
確
立
を
目
指
し

商
工
会
地
域
活
性
化
研
究
会

商
工
会
地
域
活
性
化
研
究
会
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県
連
合
会
は
、
七
月
十
四
日
、
姫

路
商
工
会
議
所
に
お
い
て
「
平
成
十

八
年
度
商
工
会
理
事
研
修
会
」
を
開

催
し
、
百
十
七
名
が
参
加
し
た
。

　

ま
ず
、
第
一
部
で
は
、「
商
工
会
運

営
と
役
員
の
責
務
」
と
題
し
、
新
宮

町
商
工
会
会
長
で
、
県
連
合
会
副
会

長
の
木
南
岩
男
氏
が
講
演
。
同
氏
は
、

役
員
と
協
力
し
、
八
年
間
、
朝
の
交

通
安
全
運
動
に
取
り
組
み
、
職
場
で

も
月
に
一
度
、
地
域
清
掃
を
行
い
、

住
民
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝

の
声
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
と

ご
自
身
の
体
験
談
を
披
露
。
ま
た
、

日
々
の
心
が
け
と
し
て
、
①
大
き
な

声
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
。
②
名
前
を

呼
ば
れ
た
ら
、
大
き
な
声
で
返
事
を

す
る
。
③
脱
い
だ
靴
は
揃
え
る
。「
こ

の
三
つ
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
社
会
の
ど
こ
で
も
通
用
す
る
」

と
心
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

ま
た
、第
二
部
で
は
、経
済
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
杉
本
好
正
氏
が
、「
存

在
感
を
発
揮
す
る
た
め
の
提
言
、
こ

れ
か
ら
の
商
工
会
に
求
め
ら
れ
る
も

の
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
杉
本
氏
は
、

昭
和
三
十
五
年
の
商
工
会
法
施
行
時

よ
り
、
新
聞
記
者
と
し
て
、
商
工
会

に
関
わ
っ
て
き
た
経
験
か
ら
、
商
工

会
向
け
補
助
金
や
市
町
合
併
に
係
る

商
工
会
合
併
に
つ
い
て
も
造
詣
が
深

く
、
詳
し
く
解
説
。
ま
た
、「
商
工

会
に
は
市
町
合
併
後
の
地
域
社
会
を

一
体
化
さ
せ
る
大
き
な
役
割
が
あ
り
、

合
併
は
商
工
会
を
改
革
す
る
チ
ャ
ン

ス
で
も
あ
る
。
今
一
度
、
法
制
化
に

よ
る
商
工
会
が
昭
和
三
十
五
年
に
全

国
各
地
で
設
立
さ
れ
た
、
そ
の
時
の

原
点
・
目
的
に
立
ち
返
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
」
と
提
案
し
た
。

管
理
者
研
修
会

管
理
者
研
修
会

▲熱心に受講する参加者
　

県
連
合
会
は
、
七
月
六
・
七
日
、

三
田
市
・
神
戸
三
田
新
阪
急
ホ
テ
ル

で
「
商
工
会
管
理
者
研
修
会
」
を
開

催
し
た
。
出
席
者
は
、
県
下
商
工
会

事
務
局
長
等
六
十
一
名
。

　

研
修
会
の
冒
頭
、
澤
田
専
務
理
事

か
ら「
団
結
」「
連
携
」「
挑
戦
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
「
商
工
会
を
取
り
巻
く
環

境
と
管
理
者
の
責
務
」
に
つ
い
て
話

を
し
た
。

　

二
日
目
は「
管
理
者
の
た
め
の
コ
ー

チ
ン
グ
」
と
題
し
て
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ 

ｅ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
・
木
村　

卓
氏
を
講
師
に
、

部
下
の
や
る
気
を
引
き
出
す
た
め
の

コ
ー
チ
ン
グ
の
手
法
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
続
い
て
、南
あ
わ
じ
市
商
工
会
・

濟
藤
事
務
局
長
が
商
工
会
合
併
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
合
併
後
の

課
題
等
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

　

こ
の
研
修
を
通
し
て
、
個
々
の
商

工
会
の
課
題
を
共
通
・
共
有
の
問
題

と
し
て
考
え
、
ま
た
、
職
場
の
管
理

者
と
し
て
、
職
員
や
会
員
へ
の
対
応

の
あ
り
方
に
つ
い
て
再
考
し
た
。

　

ま
た
、「
第
一
回
事
務
局
連
絡
会
」

も
併
せ
て
開
催
し
、
県
連
合
会
・
安

平
事
務
局
長
よ
り
、
各
商
工
会
の
総

（
代
）会
の
運
営
方
法
や
気
づ
い
た
点
、

巡
回
指
導
の
実
施
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
そ
の
他
、
今
年
度
か
ら
設
置
し

た
四
つ
の
研
究
会
に
つ
い
て
、
各
担

当
課
長
よ
り
、
目
的
や
状
況
を
説
明

し
、
取
り
組
み
事
業
な
ど
を
報
告
し

た
。

七
月
二
十
六
日　

人
事
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

専
門
委
員
会

【
協
議
事
項
】

①
商
工
会
等
職
員
統
一
採
用
候
補
者

試
験
に
つ
い
て　

②
商
工
会
等
職
員
昇
格
試
験
に
つ
い

て

短
信

▲団結・連携・挑戦をキーワードに話す
　澤田専務理事

－中小企業と共に45年－ 

県 共 済 
兵庫県火災共済協同組合  
兵 庫 県 共 済 協 同 組 合  

神戸市中央区中山手通７丁目28番33号（県立産業会館内） 

ホームページ 
078-361-8080(代)　Fax 078-371-6757

商工会の共済事業として会員の福利厚生をお手伝いする 

▲経済ジャーナリスト  杉本好正氏

原
点
・
目
的
に
立
ち
返
る
こ
と
が
大
切

商
工
会
理
事
研
修
会

商
工
会
理
事
研
修
会



　

県
連
合
会
は
、
七
月
十
九
日
に
、

「
六
甲
荘
」
に
お
い
て
、「
貯
蓄
共
済

融
資
制
度
改
正
等
研
修
会
」
を
開
催

し
、
五
十
三
名
が
参
加
し
た
。

　

研
修
で
は
、
澤
田
専
務
理
事
よ
り
、

「
平
成
十
八
年
度
県
連
重
点
施
策
と

商
工
会
を
取
り
巻
く
問
題
」
に
つ
い

て
、
安
平
事
務
局
長
か
ら
、
商
工
会

の
社
会
的
責
任
を
は
じ
め
、
あ
っ
せ

ん
融
資
に
関
す
る
適
正
な
審
査
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
話
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
山
本
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
よ
り
、
審
査
の
事
務
手
続
き
及

び
債
権
管
理
の
留
意
点
に
つ
い
て
説

明
を
行
っ
た
。

　

受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
具

体
的
な
指
示
、
助
言
が
聞
け
て
良

か
っ
た
」「
継
続
開
催
を
希
望
」
と

い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。

　

県
連
合
会
は
、
七
月
二
十
一
日
、

神
戸
市
・
北
野
プ
ラ
ザ
六
甲
荘
に
お

い
て
「
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
研
修

会
」
を
開
催
し
た
。

　

研
修
対
象
は
事
務
局
責
任
者
・
情

報
担
当
者
で
、
県
下
か
ら
二
八
名
が

参
加
し
た
。

ひ
ょ
う
ご
女
性
再
雇
用

就
職
奨
励
金

　

テ
ー
マ
を
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
販
路
開
拓
の
現
状
」
と
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
・
楽
天
市

場
を
運
営
す
る
楽
天
㈱
及
び
オ
リ
ッ

ク
ス
Ｂ
ｓ
公
式
サ
イ
ト
等
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
す
る
ペ
タ
ビ
ッ
ト
㈱
か
ら

講
師
を
迎
え
、
ネ
ッ
ト
市
場
の
現
状

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
ポ
イ
ン
ト
及

び
販
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
ブ
ロ
グ
の
活

用
等
に
つ
い
て
具
体
的
例
を
挙
げ
説

明
が
あ
っ
た
。

　

参
加
者
の
関
心
も
高
く
熱
心
に
聞

き
入
り
、
質
疑
応
答
で
は
よ
り
身
近

に
あ
る
問
題
点
を
質
問
す
る
場
面
も

あ
っ
た
。
ま
た
、「
各
商
工
会
で
も

同
研
修
会
を
開
催
し
た
い
」
と
い
う

声
も
上
が
っ
て
い
た
。

　

販
路
開
拓
へ
の
関
心
の
高
さ
を
示

す
研
修
会
で
あ
っ
た
。

　

出
産
・
育
児
に
よ
る
女
性
離
職
者

の
再
就
職
は
、
希
望
ど
お
り
に
な
か

な
か
就
職
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
出
産
・
育
児
に
よ
る

女
性
離
職
者
を
試
行
雇
用
し
た
事
業

主
に
「
ひ
ょ
う
ご
女
性
再
就
職
奨
励

金
」
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
女

性
の
就
職
不
安
を
払
拭
し
、
事
業
主

の
出
産
・
育
児
に
よ
る
離
職
者
へ
の

理
解
を
深
め
、
早
期
の
再
就
職
や
雇

用
機
会
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。

《
奨
励
金
の
仕
組
み
》

　

再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
（
対
象

者
）
を
原
則
三
ヶ
月
の
試
行
雇
用
を

す
る
事
業
主
に
対
し
、
奨
励
金
を
支

給
。
こ
の
奨
励
金
に
お
け
る
試
行
雇

用
と
は
労
働
者
と
事
業
主
の
有
期
の

雇
用
契
約
で
、
一
週
間
の
所
定
労
働

時
間
が
三
十
時
間
を
下
回
ら
な
い
雇

用
で
す
。

《
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
》

　

次
の
（
一
）
か
ら
（
五
）
ま
で
の

い
ず
れ
に
も
該
当
さ
れ
る
方

（
一
）
出
産
・
育
児
に
よ
る
離
職
者

で
常
用
雇
用
を
希
望
す
る
女
性

（
二
）
試
行
雇
用
の
開
始
時
の
年
齢

が
概
ね
三
十
五
歳
以
上
四
十
九
歳
以

下
の
女
性

（
三
）
試
行
雇
用
の
開
始
時
に
お
い

て
県
内
に
在
住
し
、
県
内
で
の
雇
用

を
希
望
す
る
女
性

（
四
）
県
が
指
定
す
る
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
等
で
セ
ミ
ナ
ー
・
訓
練

当
を
終
了
し
た
女
性
（
た
だ
し
、
セ

ミ
ナ
ー
等
を
終
了
し
て
い
な
い
場
合

で
も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。）
ま
た
は
、
過
去
に
雇
用
契
約

を
結
ん
で
い
た
事
業
主
に
再
雇
用
の

た
め
、
試
行
雇
用
さ
れ
る
女
性
（
た

だ
し
、
離
職
日
か
ら
三
年
が
経
過
し

て
い
る
こ
と
）

（
五
）
過
去
に
こ
の
制
度
を
利
用
し
、

自
己
の
都
合
等
に
よ
り
離
職
し
た
こ

と
が
な
い
女
性

《
お
問
合
せ
先
》

兵
庫
県　

健
康
生
活
部　

少
子
局　

少
子
対
策
課

　

電
話
番
号

　

〇
七
八

－

三
四
一

－

七
七
一
一
㈹

▲説明を行うペタビット㈱・伊藤浩代表取締役

主な行事予定

10
月
の
こ
よ
み

11
日
㊌　

青
年
部
幹
部
講
習
会

（
淡
路
市
）

12
日
㊍
〜
13
日
㊎

　
　
　
　

経
営
革
新
支
援
研
修
会

　
　
　
　
（
南
あ
わ
じ
市
）

16
日
㊊　
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会

　
　
　
　
（
県
商
工
会
館
）

19
日
㊍　
商
工
会
地
域
活
性
化
研
究
会

　
　
　
　
（
県
商
工
会
館
）

26
㊍
〜
27
日
㊎ 

　
　
　
　
商
工
会
会
長
・
副
会
長
研
修
会

　
　
　
　
（
新
温
泉
町
・
夢
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　

女
性
部
全
国
大
会
及
び

　
　
　
　

四
十
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　
（
東
京
都
・
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）

貯
蓄
共
済
融
資
制
度

改
正
等
研
修
会

貯
蓄
共
済
融
資
制
度

改
正
等
研
修
会

商
工
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
研
修
会

商
工
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
研
修
会

富士通ビジネスシステム
神戸支社

〒650-0027 神戸市中央区中町通2-1-18
　　　　　　（日本生命神戸駅前ビル）
           TEL（078）371-0831

株式
会社

お客さまを最優先に
ありがとうの気持ちを込めて
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千
種
町
商
工
会（
清
水
精
一
会
長
）

は
、
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
合
い
を
持

つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
と
し
て
、
地

元
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
『
ち
く

さ
の
郷
』
に
商
工
会
役
職
員
等
が
訪

問
し
、
入
所
者
と
の
交
流
会
を
開
催

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
同
ホ
ー
ム
の
入
所
者

に
毎
回
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
と
、

地
域
の
子
供
達
に
よ
る
日
本
舞
踊
や

懐
か
し
い
歌
謡
曲
の
演
奏
な
ど
工
夫

を
凝
ら
し
て
き
た
。

　

三
回
目
を
迎
え
る
今
回
は
『
民
謡

と
演
歌
コ
ン
サ
ー
ト
』
を
行
い
、
一

緒
に
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
、
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
た
。

　

最
後
に
お
礼
と
し
て
『
手
作
り
の

レ
イ
』
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

　

商
工
会
合
併
を
控
え
、
千
種
町
商

工
会
と
し
て
は
最
後
の
事
業
と
な
る

が
、
入
所
者
か
ら
は
来
年
も
本
事
業

を
継
続
し
て
欲
し
い
と
の
声
が
多
数

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
地
域
振
興
事
業
と
し
て
、

同
町
青
年
部
（
工
藤
正
吾
部
長
）
女

性
部
（
小
野
佳
代
子
部
長
）
は
『
妙

見
夏
祭
り
』
に
参
画
し
た
。

　

青
年
部
は
『
ジ
ャ
ン
ボ
ガ
ラ
ガ
ラ

抽
選
会
』
と
模
擬
店
を
、
女
性
部
は

『
わ
な
げ
』
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
反

響
を
得
た
。

　

一
方
、
歌
謡
シ
ョ
ー
や
漫
才
師
に

よ
る
漫
才
も
行
わ
れ
、
青
年
部
企
画

の
大
型
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
等
豪
華
賞

品
が
当
た
る『
お
た
の
し
み
抽
選
会
』

も
開
催
さ
れ
、
最
後
は
打
ち
上
げ
花

火
が
夜
空
を
華
や
か
に
彩
り
幕
を
閉

じ
た
。

　

若
手
後
継
者
等
育
成
事
業
は
、
将

来
の
商
工
会
等
の
活
動
の
担
い
手
と

な
る
青
年
部
・
女
性
部
の
自
主
的
な

活
動
を
支
援
し
、
地
域
中
小
企
業
の

活
性
化
の
促
進
や
地
域
振
興
等
を
目

的
と
す
る
事
業
で
、
各
県
民
局
の
所

管
区
域
等
に
お
い
て
商
工
会
等
が
連

携
を
図
り
実
施
す
る
事
業
を
対
象
と

し
て
い
る
。

　

本
年
度
は
、
次
の
と
お
り
各
地
区

で
実
施
す
る
。

〈
青
年
部
〉

阪
神
地
区

・
阪
神
若
手
経
営
者
の
事
業
基
盤
の

強
化
事
業

東
・
北
播
磨
地
区

・
地
域
ブ
ラ
ン
ド
構
築
を
目
的
と
す

る
異
業
種
交
流
会
、
セ
ミ
ナ
ー
等

中
播
磨
地
区

・
若
手
経
営
者
・
後
継
者
人
材
育
成

セ
ミ
ナ
ー

西
播
磨
地
区

・
商
工
会
・
商
工
会
議
所
青
年
部
大

会
但
馬
地
区

・
商
工
会
青
年
部
活
性
化
事
業

丹
波
・
篠
山
地
区

・
顧
客
満
足
精
神
養
成
講
座

・
第
二
回
ご
当
地
グ
ル
メ
サ
ミ
ッ
ト

淡
路
地
区

・
淡
路
地
区
青
年
部
大
会

〈
女
性
部
〉

阪
神
地
区

・
女
性
部
発
「
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の

取
り
組
み
」
講
演
会

東
・
北
播
磨
地
区

・「
仕
事
を
持
つ
女
性
の
魅
力
」
講

演
会

中
播
磨
地
区

・「
心
も
身
体
も
健
康
に
な
る
」
講

演
会

西
播
磨
地
区

・「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
」
講
演
会

・
環
境
問
題
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
視
察

研
修
会

但
馬
地
区

・
女
性
部
員
資
質
向
上
の
た
め
の
研

修
会

丹
波
・
篠
山
地
区

・
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

淡
路
地
区

・
女
性
の
社
会
進
出
促
進
等
の
講
演
会

職
員
に
と
っ
て
も
大
変
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
現
在
職
員
協
議
会

は
、
職
員
を
代
表
す
る
唯
一
の
団
体

と
し
て
、
労
務
問
題
を
避
け
て
と
お

れ
な
い
状
況
に
あ
り
、
協
議
会
の
役

割
と
責
任
も
大
変
重
大
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
会
員

一
人
一
人
の
声
を
反
映
で
き
る
協
議

会
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
の

挨
拶
。

　

そ
の
後
、
上
程
さ
れ
た
二
議
案
を

審
議
し
、
本
年
度
の
活
動
が
確
認
さ

れ
た
。

　

な
お
、「
職
員
協
議
会
の
運
営
に

関
す
る
検
討
委
員
会
」
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
正
副
会
長
で
委
員
会
を
構

成
し
、「
職
員
協
議
会
の
位
置
づ
け
」

「
職
員
協
議
会
の
運
営
の
あ
り
方
」

を
協
議
、
検
討
し
い
く
こ
と
が
承
認

さ
れ
た
。

地
域
の
ふ
れ
あ
い
事
業
と

　
　
　
　

地
域
振
興
事
業

　
　
　
（
千
種
町
商
工
会
）

職
員
を
代
表
す
る

　
　

唯
一
の
団
体
と
し
て

（
県
商
工
会
職
員
協
議
会
）

青
年
部
・
女
性
部
若
手
後
継
者
等

育
成
事
業
の
実
施
決
定

▲入所者にあいさつ（清水会長）

▲ジャンボガラガラ抽選会の模様

　

県
商
工
会
職
員
協
議
会
は
、
八
月

一
日
、
県
商
工
会
館
に
お
い
て
役
員

改
選
後
初
め
て
の
理
事
会
を
開
催
し

た
。
黒
石　

真
（
社
町
）
新
会
長
よ

り
「
近
年
商
工
会
運
営
と
と
も
に
、
���������������

���������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

8月26日㊏
親水公園
お問い合わせ
上郡町商工会

TEL 0791－52－3710
▲黒石　真（社町）
　新会長
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消
費
者
契
約
法
は
、
事
業
者
と
消

費
者
の
情
報
力
・
交
渉
力
の
格
差
に

着
目
し
て
、
契
約
に
よ
る
消
費
者
被

害
を
救
済
す
る
法
で
す
。
事
業
者
と

消
費
者
の
間
の
す
べ
て
の
契
約
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

　
「
消
費
者
」
と
は
、
個
人
の
こ
と
。

「
事
業
者
」
と
は
会
社
な
ど
の
法
人

や
団
体
の
こ
と
で
す
が
、
商
工
業
者

な
ど
個
人
事
業
主
も
事
業
者
と
さ
れ

ま
す
。
た
と
え
小
規
模
で
あ
っ
て
も

個
人
事
業
主
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
側
で
す
か
ら
、
消
費
者

契
約
法
に
よ
る
保
護
の
対
象
で
は
な

く
、
む
し
ろ
消
費
者
契
約
法
を
守
っ

て
、
き
ち
ん
と
し
た
取
引
を
す
る
責

務
と
役
割
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
す
。
最
初
の
ご
相
談
は
、
そ
の
こ

と
を
今
ひ
と
つ
理
解
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

む
し
ろ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
自
分
た

ち
が
守
る
べ
き
法
律
と
し
て
、
消
費

者
契
約
法
の
ポ
イ
ン
ト　

次
の
２
本

柱
（
つ
ま
り
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
は

な
ら
な
い
）
こ
の
２
つ
を
覚
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

（
１
）
消
費
者
契
約
の
取
消
し　

（
２
）
消
費
者
契
約
の
条
項
の
無
効

こ
の
こ
と
を
詳
し
く
し
た
の
が
左
の

図
で
す
。

　
　・「

電
話
回
線
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ

る
の
で
、
今
お
使
い
の
電
話
の
買

換
え
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
」

こ
ん
な
勧
誘
で
契
約
し
た
ら
、
消

費
者
か
ら
は
「
不
実
告
知
」
に
よ

る
契
約
の
取
消
し
が
で
き
ま
す
。

・「
家
賃
の
支
払
い
が
遅
れ
た
ら
延

滞
賃
料
の
四
〇
％
を
違
約
金
と
し

て
支
払
え
」

た
と
え
賃
貸
借
契
約
に
こ
の
よ
う

な
条
項
が
あ
っ
て
も
、
年
一
四
・

六
％
を
超
え
る
部
分
は
無
効
で
す

か
ら
、消
費
者
で
あ
る
賃
借
人
は
、

無
効
部
分
の
違
約
金
は
支
払
う
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、消
費
者
契
約
法
は
、

わ
れ
わ
れ
が
事
業
主
の
責
務
と
役
割

に
つ
い
て
自
覚
す
る
こ
と
を
求
め
て

一
．
消
費
者
契
約
法
の
ポ
イ
ン
ト

二
．
具
体
例

三
．
事
業
者
の
責
務
と
役
割

消
費
者
契
約
法 

事
業
主
の
責
務
と
役
割

　

兵
庫
県
商
工
会
連
合
会
で
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
て
１
年
余
り
、
個

人
事
業
主
さ
ん
か
ら
の
こ
ん
な
相
談
が
多
い
の
で
す
。

　
「
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
の
せ
ら
れ
て
、
い
ら
な
い
設
備
（
た
と
え
ば
事
業
用
の

電
話
機
シ
ス
テ
ム
な
ど
）を
買
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。消
費
者
契
約
法
と
か
、ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
な
ど
で
契
約
を
白
紙
に
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
？
」

　

ま
っ
た
く
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
買
い
物
な
ら
別
で
す
が
、
事
業
主
と
し
て
取
引

さ
れ
た
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
消
費
者
契
約
法
を
理
由
に
契
約
を
白
紙
に
戻
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？
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（1）消費者契約の取消し

（2）消費者契約の条項が無効となる場合

い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
、
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側
と
し
て
、

社
会
的
責
任
と
倫
理
を
守
る
と
い
う

当
然
の
こ
と
が
、
近
年
は
な
お
ざ
り

に
さ
れ
て
き
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

事
業
の
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、
事

業
主
の
役
割
は
重
い
で
す
。
法
の
精

神
を
遵
守
し
、
自
ら
の
取
引
は
慎
重

に
、
そ
し
て
自
律
・
自
己
責
任
で
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
を
今
一
度
、
肝

に
銘
じ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

連
合
会
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

欣
也

消費者は６ヶ月以内なら契約を取り消すことができる
（誤認に気づいた時、困惑の状態から脱け出た時から６ヶ月）
※ただし、契約締結の時から５年を経過すると取り消せな
くなる

誤認によって契約したとき

①不実告知（事業者がウソ
や事実と違うことを言っ
たために契約してしまっ
た）

②断定的判断の提供（必ず
もうかる、絶対確実など
と言われて契約）

③不利益事実の故意不告知
（事業者が都合の悪いこ
とをわざと言わなかった
せいで契約）

そのような条項は
無効であって、な
かったことになる

消費者は平均的損
害を超える賠償義
務はなく、違約金
の上限は年14.6
％に制限される

その条項はなかっ
たことになる
事業者は民法・商
法どおりの損害賠
償責任を負う

困惑によって契約したとき

①不退去（「帰れ」といっ
ても事業者が帰ってくれ
ないので困って契約して
しまった）

②退去妨害（「帰らせて」と
いっても妨害されて帰れ
ず、困って契約してしま
った）

その他消費者の利
益を一方的に害す
る条項（これは広
く消費者を保護す
る受け皿規定）

消費者の損害賠償
額などを予定する
条項（ex消費者
が契約を中途解約
したら過大な違約
金を払う　といっ
た条項がある）

事業者の損害賠償
責任を免除する条
項（ex事業者は
契約上、一切損害
賠償の義務を負い
ません　といった
契約条項がある）
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